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人　

事　

案　

件

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　

令
和
８
年
６
月
30
日
付
け
で

任
期
満
了
と
な
る
髙
瀬
久
美
子

さ
ん
の
後
任
と
し
て
、
古
橋
久

徳
さ
ん
（
大
字
岩
田
）
を
適
任

者
と
し
て
、
ま
た
、
同
日
付
け

で
任
期
満
了
と
な
る
石
川
和
孝

さ
ん
（
大
字
板
倉
）
を
引
き
続

き
適
任
者
と
し
て
推
薦
す
る
こ

と
に
賛
成
し
ま
し
た
。

議

決

議

案

◆
板
倉
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

令
和
６
年
に
公
布
さ
れ
た
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」

を
国
民
健
康
保
険
税
と
一
体
的

に
賦
課
徴
収
す
る
こ
と
に
伴
い
、

本
条
例
に
お
い
て
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。
主
な
改
正

は
、
所
得
割
、
均
等
割
及
び
平

等
割
そ
れ
ぞ
れ
の
課
税
額
に
係

る
規
定
の
追
加
を
行
い
、
附
則

に
お
い
て
、
所
得
割
額
の
算
定

に
お
け
る
課
税
の
特
例
適
用
を

行
う
も
の
で
す
。

青
木
秀
夫
議
員

問
　

保
険
税
を
上
げ
て
、
増
収
に

な
っ
た
分
を
こ
の
支
援
金
の
ほ

う
に
振
り
替
え
る
よ
う
に
受
け

取
れ
る
が
、
も
っ
と
分
か
り
や

す
く
説
明
い
た
だ
き
た
い
。

税
務
課
長

答
　

国
は
皆
さ
ん
が
納
め
る
一
番

最
適
な
賦
課
徴
収
の
仕
方
、
制

度
と
い
う
こ
と
で
、
保
険
税
と

併
せ
て
一
体
的
に
賦
課
徴
収
さ

せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
納

税
通
知
発
送
後
の
問
合
せ
も
想

定
さ
れ
ま
す
の
で
、
チ
ラ
シ
な

ど
で
十
分
に
周
知
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
そ
の
他
の
議
決
議
案
（
初
日
）

○
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ

い
て
（
令
和
７
年
度
板
倉
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
））

○
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ

い
て
（
令
和
７
年
度
板
倉
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
））

○
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ

い
て
（
令
和
７
年
度
板
倉
町
下

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
））

○
板
倉
町
下
水
道
事
業
審
議
会

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
板
倉
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
板
倉
町
職
員
等
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
全
部
改
正
に
つ
い

て○
板
倉
町
議
会
委
員
会
条
例
及

び
板
倉
町
都
市
計
画
審
議
会
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

○
板
倉
町
保
育
所
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
板
倉
町
福
祉
医
療
費
の
支
給

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

○
板
倉
町
小
口
資
金
融
資
促
進

　令和８年第１回定例会が、３月６日㈮から19日㈭
までの14日間の日程で開かれました。今回の定例会
では、諮問２件、承認３件、条例の制定議案２件、
条例の改正議案６件、町道路線の廃止議案１件、令
和７年度補正予算議案２件、令和８年度当初予算議
案５件の21議案が審議されました。

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

○
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

補
正
予
算
審
査

議
案
第
10
号　

令
和
７

年
度
板
倉
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
，

７
２
７
万
１
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
70
億
９
，
１
４
３
万
８
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

荒
井
委
員

問
　

歳
出
の
介
護
慰
労
金
支
給
事

業
72
万
円
の
減
額
に
つ
い
て
、

在
宅
の
要
介
護
高
齢
者
４
と
５

の
方
に
１
人
当
た
り
12
万
円
支

給
す
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
減
額

は
対
象
者
が
減
っ
た
と
い
う
こ

と
な
の
か
。

健
康
介
護
課
長

答
　

単
純
に
要
介
護
４
、５
の
方

が
減
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の

中
に
は
在
宅
で
も
、
支
給
要
件

で
長
期
間
の
入
院
や
入
所
等
さ

れ
た
方
は
対
象
外
に
な
り
ま

す
。
当
初
の
見
込
み
と
し
て
25

名
分
を
計
上
し
た
も
の
が
実
際

に
は
19
名
で
し
た
の
で
、
実

績
に
よ
る
減
額
に
な
り
ま
す
。

青
木
秀
夫
委
員

問
　

繰
越
明
許
費
補
正
の
公
園
維

持
管
理
事
業
１
，
１
０
０
万
円

に
つ
い
て
、
い
ず
み
の
公
園
内

の
木
橋
改
修
工
事
を
予
定
し
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
で
き
て

か
ら
30
年
近
く
な
る
わ
け
だ
か

ら
、
次
は
腐
ら
な
い
よ
う
な
も

の
で
と
は
考
え
な
か
っ
た
の

か
。

都
市
建
設
課
長

答
　

も
ち
ろ
ん
検
討
は
し
ま
し

た
。
ア
ル
ミ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

木
材
に
見
え
る
よ
う
な
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
割
高
に

な
り
ま
す
の
で
、
ま
た
同
じ
よ

う
に
復
旧
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

藪
之
本
委
員

問
　

歳
出
の
教
職
員
用
パ
ソ
コ
ン

購
入
費
８
４
６
万
６
千
円
の
減

額
に
つ
い
て
、
減
額
の
理
由
を

伺
い
た
い
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

答
　

昨
年
６
月
13
日
付
け
で
小
中

学
校
の
教
職
員
用
パ
ソ
コ
ン
の

更
新
事
業
を
行
い
、
同
年
10
月
31

日
に
業
務
を
完
了
し
ま
し
た
こ

と
に
伴
う
減
額
補
正
で
す
。
減
額

の
理
由
は
指
名
競
争
入
札
に
よ

り
安
価
で
購
入
で
き
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

市
川
委
員

問
　

歳
出
の
産
後
ケ
ア
事
業
39
万

円
の
減
額
に
つ
い
て
、
こ
の
減

額
は
利
用
者
が
減
っ
た
と
い
う

こ
と
な
の
か
。

健
康
介
護
課
長

答
　

当
初
予
算
で
は
、
通
所
を
70

回
、
助
産
師
の
訪
問
を
35
回
見

込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
実
際
に

は
妊
婦
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
し
、
通
所
が
60
回
、
助
産
師

の
訪
問
が
25
回
と
い
う
実
績
見

込
み
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ

の
分
の
減
額
を
し
た
も
の
で

す
。

永
田
委
員

問
　

歳
入
の
ふ
る
さ
と
納
税
６
，

０
０
０
万
円
の
減
額
に
つ
い
て
、

主
な
要
因
を
伺
い
た
い
。

企
画
財
政
課
長

答
　

９
月
末
日
で
、
ふ
る
さ
と
納

税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か
ら
の
ポ

イ
ン
ト
付
与
が
終
了
し
、
そ
れ

以
降
は
寄
附
が
少
な
く
な
っ
た

こ
と
、
主
力
の
返
礼
品
が
落
ち

込
ん
だ
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
今

後
は
、
違
う
返
礼
品
を
合
わ
せ

て
２
種
類
で
寄
附
を
募
る
と
か
、

反
省
を
生
か
し
て
検
討
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

須
藤
委
員

問
　

歳
出
の
ま
ち
づ
く
り
協
働
事

業
補
助
金
が
１
１
０
万
円
減
額

さ
れ
て
い
る
が
、
８
年
度
は
区

の
役
員
が
改
選
に
な
る
し
、
こ

の
補
助
金
を
全
く
知
ら
な
い
地

域
も
あ
る
の
で
、
も
う
少
し
Ｐ

Ｒ
を
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長

答
　

本
事
業
は
、
例
え
ば
行
政
区

の
人
た
ち
が
み
ん
な
で
木
を
切

る
と
か
、
木
の
周
り
の
掃
除
を

す
る
と
か
、
業
者
に
お
願
い
す

る
の
で
は
な
く
て
、
地
域
の
み

ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
行
う
の

が
一
番
の
目
的
で
す
の
で
、
そ

う
い
う
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

延
山
委
員

問
　

歳
出
の
保
育
士
人
材
確
保
事

業
３
８
５
万
５
千
円
の
減
額
に

つ
い
て
、
減
額
の
理
由
を
伺
い

た
い
。

福
祉
課
長

答
　

保
育
園
で
は
早
番
や
遅
番
の

人
材
が
不
足
し
て
い
ま
し
て
、

そ
の
対
応
が
で
き
る
派
遣
職
員

を
希
望
し
た
と
こ
ろ
、
１
名
は

来
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、

そ
の
後
は
希
望
を
し
て
も
で
き

る
方
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

委
託
が
で
き
ず
減
額
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計
の
ほ
か
、
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
も
、
３
月
９
日
の
本
会
議

に
お
い
て
、
全
員
一
致
で
原
案

ど
お
り
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

人
事
案
件
、
条
例
の
制
定
及
び
改
正
議
案
な
ど
を
審
議

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
２
人
を
賛
成

令
和
７
年
度
補
正
予
算
を
原
案
可
決

令
和
８
年
度
予
算
を
原
案
可
決

本会議・議案審議・補正予算審査 ３月定例議会

 いずみの公園（木橋付近）
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予算決算常任委員会（令和８年度予算審査） ３月定例議会

民
生
費

21
億
２
，
８
９
９
万
円

①
公
立
保
育
園
・
公
立
児
童
館

建
設
事
業
（
拡
充
）　

②
福
祉

タ
ク
シ
ー
利
用
補
助
事
業
（
拡

充
）　

③
保
育
所
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推

進
事
業
（
新
規
）　

④
高
齢
者

補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業
（
新

規
）

総
務
費

11
億
４
，
２
０
８
万
円

①
空
家
等
対
策
事
業
（
拡
充
）　

②
結
婚
支
援
事
業
（
拡
充
）　

③
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
導
入
事
業

（
新
規
）　

④
住
民
票
等
コ
ン
ビ

ニ
交
付
事
業
（
新
規
）

教
育
費

８
億
５
，
７
３
５
万
円

①
小
学
校
体
育
館
改
修
事
業

（
拡
充
）　

②
芸
術
文
化
振
興
事

業
（
既
存
）　

③
小
中
一
貫
教

育
検
討
事
業
（
新
規
）

土
木
費

７
億
２
，
６
２
０
万
円

①
群
馬
の
水
郷
管
理
事
業
（
拡

充
）　

②
公
園
維
持
管
理
事
業

（
拡
充
）　

③
移
住
定
住
住
宅

調
査
研
究
事
業
（
新
規
）　

④

道
路
長
寿
命
化
事
業
（
拡
充
）　

⑤
道
路
整
備
事
業
（
拡
充
）　

⑥
橋
梁
長
寿
命
化
事
業
（
拡

充
）

商
工
費

８
，
０
７
２
万
円

①
企
業
立
地
促
進
事
業
（
既

存
）　

②
観
光
振
興
事
業
（
既

存
）

公
債
費

４
億
４
，
０
５
３
万
円

令
和
８
年
度
予
算
を
全
会
一
致
で
可
決

一
般
会
計　

67
億
８
，
０
０
０
万
円

特
別
会
計
お
よ
び
公
営
企
業
会
計　

39
億
８
，
１
９
５
万
円

一
般
会
計
67
億
８
，
０
０
０
万
円

支
出
の
主
な
内
容

　

令
８
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び
公
営
企
業
会
計
予
算
に
つ

い
て
は
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
４
日
間
を
か
け
て
慎
重

に
審
査
を
行
い
、
３
月
19
日
の
議
会
最
終
日
、
全
会
一
致
で
可
決
と
な

り
ま
し
た
。
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
お
け
る
主
な
質
疑
内
容
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
す
。

会計区分 本年度 前年度

一般会計 67億8,000万円 65億円

特
別
会
計

後期高齢者医療 3億234万円 ２億3,680万円

国民健康保険 18億6,257万円 18億7,634万円

介護保険 14億4,138万円 13億9,806万円

下水道事業会計 3億7,566万円 ３億3,007万円

合　　計 107億6,195円 103億4,127万円

令和８年度予算

※
課
局
お
よ
び
役
職
名
は
、
令

　

和
７
年
度
の
も
の
で
す
。

延
山
委
員

問
　

歳
出
の
新
婚
新
生
活
支
援
補

助
金
１
８
０
万
円
に
つ
い
て
、

29
歳
以
下
の
新
婚
夫
婦
で
あ
れ

ば
60
万
円
、
39
歳
以
下
で
あ
れ

ば
30
万
円
を
補
助
す
る
内
容
だ

が
、
夫
婦
合
わ
せ
て
５
０
０
万

円
未
満
の
所
得
制
限
は
、
移
住

定
住
支
援
策
と
し
て
は
、
ハ
ー

ド
ル
が
高
く
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長

答
　

こ
の
事
業
は
町
単
独
で
な
く
、

国
の
補
助
金
が
絡
ん
で
い
ま
す

の
で
、
国
の
ハ
ー
ド
ル
を
超
え

ら
れ
な
い
制
度
に
な
っ
て
い
ま

す
。
所
得
制
限
に
つ
い
て
は
厳

し
い
と
考
え
検
討
し
ま
し
た
が
、

い
ろ
い
ろ
な
政
策
が
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
今
後
も
検
討
を
続

け
て
議
会
に
報
告
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

市
川
委
員

問
　

空
家
等
対
策
事
業
に
つ
い
て
、

空
家
問
題
は
全
国
的
に
大
き
な

問
題
で
あ
る
。
町
の
景
観
、
衛

生
問
題
、
火
事
な
ど
の
危
険
性

を
考
え
る
と
対
策
の
強
化
が
必

要
と
思
う
が
、
町
は
ど
の
よ
う

な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

安
全
安
心
係
長

答
　

令
和
５
年
の
調
査
で
町
内
の

空
家
が
３
７
６
軒
あ
り
ま
し
た
。

毎
年
苦
情
が
あ
り
ま
す
の
で
、

空
家
を
放
置
さ
せ
な
い
た
め
に
、

老
朽
化
し
た
空
家
の
除
却
を
促

進
し
よ
う
と
、
８
年
度
か
ら
空

き
家
除
却
補
助
金
を
創
設
し
ま

す
の
で
、
空
家
が
な
く
な
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

青
木
文
雄
委
員

問
　

移
住
定
住
住
宅
調
査
研
究
事

業
の
説
明
で
、
新
た
な
移
住
定

住
支
援
に
向
け
た
先
進
地
の
視

察
と
調
査
研
究
を
行
う
と
い
う

こ
と
だ
が
、
若
者
世
代
へ
向
け

た
住
居
提
供
は
空
家
に
絞
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
調
査
研
究

は
茨
城
県
境
町
だ
け
な
の
か
。

都
市
建
設
課
長

答
　

私
ど
も
が
考
え
る
空
家
は
、

不
動
産
価
値
の
あ
る
住
め
る
空

家
を
対
象
と
し
て
、
利
活
用
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
研
修
費
と
し
て
複
数
回

分
を
確
保
し
て
い
ま
す
の
で
、

境
町
の
ほ
か
に
も
先
進
地
が
見

つ
か
れ
ば
、
調
査
研
究
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

荒
井
委
員

問
　

空
家
等
対
策
事
業
に
つ
い

て
、
令
和
５
年
の
調
査
で
町
内

の
空
家
が
３
７
６
軒
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
中
で
適

切
な
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
空

家
の
軒
数
を
伺
い
た
い
。ま
た
、

以
前
に
空
家
等
対
策
計
画
を
作

成
し
て
、
５
年
間
の
計
画
で
終

わ
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
計
画

の
更
新
は
考
え
て
い
る
の
か
。

安
全
安
心
係
長

答
　

調
査
は
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
で
判
定

を
し
ま
し
て
、
Ｃ
判
定
の
不
適

切
な
管
理
を
し
て
い
る
空
家
が
、

３
７
６
軒
中
35
軒
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
計
画
の
更
新
に
つ
い
て

は
、
上
位
法
が
改
正
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
れ
も
加
味
し
な

が
ら
更
新
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

藪
之
本
委
員

問
　

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
補
助
事

業
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
70
歳

以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
、

同
一
敷
地
内
に
車
を
持
っ
て
い

る
人
が
い
る
と
対
象
外
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
と
思
う
が
、
８
年

度
か
ら
は
こ
の
条
件
が
な
く
な

る
の
か
。介

護
高
齢
係
長

答
　

今
回
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で

は
な
く
、
現
役
世
代
や
車
を
運

転
す
る
方
が
同
居
し
て
い
る
場

合
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
日
中

独
居
に
な
っ
て
し
ま
う
方
な
ど

を
想
定
し
ま
し
て
、
補
助
の
対

象
を
拡
大
し
ま
し
た
。

青
木
秀
夫
委
員

問
　

空
家
等
対
策
事
業
に
つ
い
て
、

７
年
度
に
苦
情
の
あ
っ
た
空
家

の
中
で
、
７
件
の
相
続
人
不
存

在
の
土
地
を
確
認
し
た
と
い
う

こ
と
だ
が
、
売
買
は
で
き
な
い

し
、
こ
う
い
う
空
家
が
次
々
出

て
く
る
と
将
来
的
に
問
題
も
起

き
て
く
る
わ
け
だ
が
、
現
状
で

は
ど
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
の
か
。安

全
安
心
係
長

答
　

令
和
５
年
の
民
法
改
正
で
、

相
続
財
産
管
理
人
は
相
続
財
産

清
算
人
に
変
更
さ
れ
、
市
町
村

も
利
害
関
係
者
と
し
て
相
続
財

産
清
算
人
に
な
っ
て
申
立
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
当
町

で
は
現
在
そ
の
手
続
ま
で
至
っ

【予算審査】
予算決算常任委員会を４日間

開催して、令和８年度予算を

集中的に審査しました。

主
な
重
点
施
策
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て
い
ま
せ
ん
の
で
、
宙
に
浮
い

た
状
態
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

尾
澤
委
員

問
　

歳
出
の
芸
術
文
化
振
興
事
業

に
つ
い
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
等
出

演
料
１
０
０
万
円
と
講
師
派
遣

委
託
料
１
０
０
万
円
を
計
上
し

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
事
業

を
考
え
て
い
る
の
か
。

生
涯
学
習
係
長

答
　

毎
年
行
っ
て
い
る
町
民
教
養

講
座
、
も
う
一
つ
が
コ
ン
サ
ー

ト
で
す
が
、
７
年
度
の
町
制
施

行
70
周
年
記
念
で
、
町
が
群
馬

交
響
楽
団
を
呼
び
ま
し
て
、
弦

楽
器
の
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ

ち
ら
が
大
変
好
評
で
し
た
の
で
、

８
年
度
は
文
化
振
興
の
立
場
か

ら
、
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

青
木
文
雄
委
員

問
　

歳
出
の
防
災
対
策
事
業

８
５
４
万
７
千
円
に
つ
い
て
、

７
年
度
と
比
較
す
る
と
２
，

０
４
７
万
６
千
円
の
大
幅
な
減

に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由

を
伺
い
た
い
。

安
全
安
心
係
長

答
　

７
年
度
に
は
、
群
馬
県
の
防

災
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
の
衛
生
回
線
整
備
事
業

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
市

町
村
負
担
分
約
１
，
６
０
０
万

円
が
な
く
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た

が
、
８
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
そ
の
分
の
減
額
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

永
田
委
員

問
　

歳
入
の
給
食
費
負
担
軽
減
交

付
金
２
，
４
３
１
万
円
に
つ
い

て
、
４
月
か
ら
始
ま
る
こ
の
交

付
金
の
内
容
を
伺
い
た
い
。

総
務
学
校
係
長

答

　

こ
の
交
付
金
は
、
国
の
子
育

て
支
援
と
し
て
小
学
校
の
給
食

費
の
負
担
軽
減
と
い
う
こ
と

で
、
基
準
額
の
月
額
１
人
５
，

２
０
０
円
掛
け
る
11
ヶ
月
分
が

県
か
ら
補
助
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
当
町
の
実
績
で
言
い
ま
す

と
、
月
額
５
，
２
０
０
円
で
は

間
に
合
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

不
足
分
は
町
で
補
い
ま
す
。

藪
之
本
委
員

問
　

歳
入
の
森
林
環
境
譲
与
税

１
６
７
万
２
千
円
に
つ
い
て
、

現
在
の
基
金
残
高
と
今
後
ど
の

よ
う
な
時
期
に
、
ど
の
よ
う
な

事
業
で
活
用
し
て
い
く
予
定
な

の
か
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

財
政
係
長

答

　

令
和
７
年
度
末
の
基
金
残
高

は
約
７
６
０
万
円
で
す
。ま
た
、

使
い
み
ち
で
す
が
、
令
和
元
年

に
こ
の
制
度
が
で
き
た
段
階
か

ら
、
町
有
施
設
の
更
新
時
に
ま

と
め
て
使
う
と
い
う
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
保
育
園
・
児
童
館
の

建
設
に
当
た
っ
て
木
材
を
活
用

し
た
施
設
の
一
部
に
充
て
よ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

延
山
委
員

問
　

資
源
化
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業

に
つ
い
て
、
必
要
最
低
限
と
は

い
え
、
光
熱
水
費
85
万
円
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
先
般
の
議
会

へ
の
説
明
の
中
で
、
旧
資
源
化

セ
ン
タ
ー
を
売
却
し
た
い
旨
の

話
が
あ
る
。
積
極
的
に
売
却
を

し
な
け
れ
ば
と
思
う
が
、
そ
の

後
の
状
況
を
伺
い
た
い
。

住
民
環
境
課
長

答
　

先
般
ご
説
明
し
た
と
お
り
、

売
却
な
り
貸
付
な
り
一
定
の
方

向
性
で
、
産
業
廃
棄
物
の
処
理

業
を
行
っ
て
い
る
業
者
に
利
活

用
し
て
も
ら
お
う
と
、
１
月
に

活
用
業
務
提
案
を
し
て
い
た
だ

け
る
会
社
を
募
集
し
、
内
覧
と

い
う
形
で
中
を
見
て
い
た
だ
い

た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

亀
井
委
員

問
　

歳
出
の
公
園
維
持
管
理
事
業

の
ふ
れ
あ
い
公
園
水
上
ス
テ
ー

ジ
改
修
工
事
５
０
０
万
円
に
つ

い
て
、
取
れ
た
御
影
石
の
補
修

を
す
る
の
か
、
も
っ
と
大
々
的

に
や
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
工

事
を
考
え
て
い
る
の
か
。

都
市
建
設
課
長

答
　

現
在
、
設
計
の
発
注
を
か
け

て
年
度
末
ま
で
に
終
わ
ら
せ
る

予
定
で
す
が
、
御
影
石
を
全
面

復
旧
す
る
の
か
、
取
れ
て
い
る

所
だ
け
を
復
旧
す
る
の
か
、
そ

れ
と
も
全
体
を
違
う
形
に
し
よ

う
と
か
議
論
を
し
て
い
ま
す
。

最
終
的
に
は
見
積
の
概
算
が
出

て
か
ら
、
費
用
対
効
果
を
考
慮

70周年アニバーサリーコンサート

し
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

荒
井
委
員

問
　

歳
出
の
保
育
士
人
材
確
保

事
業
に
つ
い
て
、
７
年
度
は

９
０
０
万
円
、
８
年
度
は
ゼ
ロ

に
な
っ
て
い
る
が
、
保
育
士
に

余
裕
が
あ
っ
て
改
め
て
募
集
す

る
必
要
が
な
い
と
い
う
こ
と
な

の
か
。

子
育
て
支
援
係
長

答
　

８
年
度
は
公
立
保
育
園
２
園

が
１
園
に
な
り
ま
す
の
で
、
保

育
士
は
数
的
に
十
分
な
体
制
で

運
営
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
今
後
も
保
育

士
の
退
職
等
が
あ
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
の
で
、
状
況
に
応

じ
て
、
保
育
士
の
募
集
は
行

う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

青
木
秀
夫
委
員

問
　

歳
出
の
国
保
特
別
会
計
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
金
分
１
，

１
７
１
万
５
千
円
に
つ
い
て
、

こ
の
使
い
み
ち
を
伺
い
た
い
。

保
険
医
療
係
長

答
　

こ
れ
は
、
令
和
６
年
10
月
か

ら
先
行
し
て
い
る
児
童
手
当
の

拡
充
、
令
和
７
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
妊
婦
の
た
め
の
支
援

給
付
、
育
児
時
短
就
業
給
付
、

出
生
後
休
業
支
援
給
付
、
８
年

度
か
ら
の
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
、
８
年
10
月
か
ら
の
育
児

期
間
中
の
国
民
年
金
保
険
料
免

除
の
６
つ
の
事
業
に
充
て
ら
れ

ま
す
。

須
藤
委
員

問
　

歳
出
の
揚
舟
運
行
事
業
の
修

繕
料
70
万
円
に
つ
い
て
、
旧
資

源
化
セ
ン
タ
ー
に
状
態
の
良
い

揚
舟
が
あ
る
の
で
、
古
い
も
の

で
な
く
、
そ
ち
ら
を
補
修
す
る

ほ
う
が
長
持
ち
す
る
の
で
は
な

い
か
。

産
業
振
興
課
長

答
　

旧
資
源
化
セ
ン
タ
ー
に
状
態

の
良
い
揚
舟
が
あ
る
の
は
承
知

し
て
ま
す
が
、
旧
資
源
化
セ
ン

タ
ー
の
も
の
で
す
と
全
体
の
補

修
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
そ
ら

く
２
～
３
０
０
万
は
か
か
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
取
替
の
時
期

に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
判
断

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
川
委
員

問
　

町
税
の
滞
納
に
つ
い
て
、
町

の
対
応
を
伺
い
た
い
。

収
税
係
長

答
　

滞
納
者
に
は
、
督
促
状
と
催

告
書
で
周
知
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、合
同
整
理
期
間
と
し
て
、

年
末
に
税
務
課
と
健
康
介
護
課

の
合
同
で
戸
別
訪
問
を
し
て
、

で
き
る
限
り
納
め
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

尾
澤
委
員

問
　

令
和
８
年
度
か
ら
館
林
邑
楽

た
ば
こ
税
対
策
協
議
会
の
負
担

金
が
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
理
由
を
伺
い
た
い
。

住
民
税
係
長

答
　

令
和
７
年
度
の
予
算
に
は
計

上
し
て
い
た
の
で
す
が
、
７
年

３
月
で
解
散
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
実
際
は
７
年
度
か
ら
負
担

金
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
８
年
度
予
算
に
は
計
上

し
て
い
ま
せ
ん
。

荒
井
委
員

問
　

今
回
の
予
算
編
成
に
当
た
っ

て
、
町
長
自
ら
の
政
策
課
題
に

対
し
て
ど
の
く
ら
い
予
算
に
反

映
で
き
た
の
か
。
ま
た
、
今
後

官
民
連
携
を
進
め
る
中
で
、
第

３
期
総
合
戦
略
の
基
本
目
標
の

一
つ
で
あ
る
移
住
・
交
流
に
関

し
て
は
、
空
家
を
活
用
し
た
移

住
定
住
の
部
分
が
出
て
く
る
が
、

例
え
ば
民
間
団
体
が
町
へ
提
言

し
た
場
合
、執
行
部
は
ど
う
い
っ

た
対
応
を
し
て
い
く
の
か
。

町
長

答
　

１
０
０
％
や
り
た
い
の
で
す

が
、限
ら
れ
た
予
算
で
す
の
で
、

今
回
計
上
で
き
な
か
っ
た
部
分

は
補
正
と
い
う
形
も
含
め
、
個

人
的
に
は
６
割
ぐ
ら
い
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
は
い

ろ
い
ろ
な
団
体
、
い
ろ
い
ろ
な

方
た
ち
か
ら
の
意
見
を
聞
い
て

い
る
つ
も
り
で
す
。
で
き
る
で

き
な
い
は
別
と
し
て
、
我
々
が

思
い
つ
か
な
い
案
を
い
た
だ
け

れ
ば
検
討
で
き
る
も
の
は
検
討

し
て
い
く
し
、
予
算
化
で
き
る

も
の
で
あ
れ
ば
補
正
を
組
ん
で

で
も
予
算
化
し
て
実
行
し
て
い

く
、
そ
う
い
っ
た
気
持
ち
で
い

ま
す
。

◆
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
３

月
19
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可

決
と
な
り
ま
し
た
。

旧資源化センター

旧資源化センターにある揚舟

総

務

課

教
育
委
員
会

企
画
財
政
課

住
民
環
境
課

都
市
建
設
課

福

祉

課

健
康
介
護
課

産
業
振
興
課

税

務

課

総

括

質

疑

ふれあい公園水上ステージ
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公
立
保
育
園
・
児
童
館
建
設

事
業
に
つ
い
て

問
：
現
在
の
公
立
保
育
園
と
児

童
館
の
建
設
事
業
に
つ
い

て
、
進
捗
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
：
福
祉
課
長　

令
和
６
年
度

よ
り
板
倉
町
公
立
保
育

園
・
公
立
児
童
館
建
設
検

討
委
員
会
を
設
置
し
て
、

合
計
４
回
の
委
員
会
を
開

催
し
た
。
現
在
２
園
あ
る

公
立
保
育
園
を
統
合
し
、

１
園
と
し
て
新
築
ま
た
は

建
て
替
え
を
実
施
す
る
こ

と
、
児
童
館
を
併
設
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
し

て
、
建
物
と
用
地
の
お
お

む
ね
の
想
定
規
模
、
総
合

的
な
評
価
か
ら
建
設
用
地

を
役
場
駐
車
場
の
西
側
用

地
に
決
定
し
た
。
今
年
度

に
つ
い
て
は
、
土
地
収
用

法
の
事
業
認
定
、
農
振
除

外
、
開
発
許
可
に
関
す
る

事
前
相
談
を
群
馬
県
と
行

い
、
建
設
用
地
を
確
定
し

た
。
そ
の
建
設
用
地
に
対

し
て
、
令
和
７
年
11
月
の

臨
時
議
会
に
お
い
て
補
正

予
算
が
承
認
さ
れ
、
建
設

用
地
に
係
る
業
務
委
託
を

発
注
し
て
用
地
測
量
を
実

施
し
、
買
収
用
地
の
確
定

と
土
地
収
用
法
の
申
請
に

向
け
て
関
係
書
類
の
作
成

を
進
め
て
い
る
。

問
：
２
園
が
合
併
と
な
る
が
、

保
育
士
は
現
状
で
足
り
て

い
る
の
か
。

答
：
福
祉
課
長　

公
立
保
育
園

は
今
年
の
４
月
か
ら
１
園

化
に
な
る
が
、
保
育
士
も

１
か
所
に
集
ま
る
の
で
十

分
足
り
て
い
る
。

問
：
建
設
予
定
地
は
釣
り
堀
が

あ
っ
た
場
所
だ
が
、
土
地

の
地
耐
力
は
あ
る
の
か
。

答
：
福
祉
課
長　

地
耐
力
に
よ

る
建
物
の
安
全
性
に
関
し

て
は
、
設
計
業
務
を
進
め

て
い
く
中
で
、
建
築
基
準

法
等
の
法
律
に
従
い
ま
し

て
、
子
供
た
ち
の
安
全
を

第
一
に
、
末
永
く
使
え
る

施
設
と
な
る
よ
う
適
切
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

問
：
建
設
予
定
地
の
北
側
に
沼

が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う

が
、
子
供
た
ち
へ
の
注
意

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

の
か
。

答
：
福
祉
課
長　

簡
単
に
は
出

て
い
け
な
い
よ
う
に
フ
ェ

ン
ス
等
を
設
置
す
る
予
定

だ
が
、
物
理
的
な
防
犯
対

策
に
よ
る
安
全
性
の
確
保

に
関
し
て
は
、
実
際
に
設

計
業
者
か
ら
も
提
案
を
受

け
な
が
ら
、
で
き
る
限
り

安
全
に
考
慮
し
た
保
育

園
、
児
童
館
に
し
て
い
き

た
い
。

問
：
建
設
予
定
地
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
が
狭
い
の
で
は
な

い
か
。

答
：
町
長　

駐
車
場
の
配
置
な

ど
、
東
側
の
道
と
南
側
の

道
も
あ
る
の
で
、
そ
の
辺

の
使
い
勝
手
、
使
い
方
を

研
究
し
、
事
故
が
起
き
な

い
よ
う
な
対
策
を
考
え
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

当
町
の
移
住
定
住
に
つ
い
て

問
：
茨
城
県
境
町
の
先
進
事
例

を
参
考
に
で
き
な
い
か
。

答
：
町
長　

執
行
部
と
し
て

　
　

も
、
職
員
を
ほ
か
の
自
治

体
に
派
遣
し
た
り
、
私
自

身
が
研
修
に
行
っ
た
り
、

先
進
地
と
我
が
町
の
何
が

違
う
の
か
を
常
々
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

職
員
に
は
資
料
を
取
り
寄

せ
、
今
、
境
町
の
取
組
で

板
倉
町
が
で
き
る
も
の
は

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
く
よ
う
に
指
示
は
出
し

て
い
る
。

森田 義昭 議員

公
立
保
育
園
・
児
童
館
建
設
事
業
に

　

つ
い
て

当
町
の
移
住
定
住
に
つ
い
て

一 般 質 問
議会４日目　３月９日㈪

組
織
改
編
の
目
的
は

問
：
新
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い

る
組
織
改
編
は
、
町
の
将

来
を
見
据
え
た
政
策
執
行

体
制
と
理
解
し
て
い
る
。

今
回
の
組
織
改
編
の
最
大

の
目
的
は
何
か
。

答
：
総
務
課
長　

行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
は
も
と
よ
り
、

多
様
化
・
高
度
化
す
る
行

政
課
題
に
対
し
、
よ
り
機

動
的
か
つ
合
理
的
に
対
応

で
き
る
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
。
ま
た
、
町
長
の
公

約
実
現
を
一
層
加
速
さ
せ

る
狙
い
も
あ
り
、
特
に
新

設
す
る
地
域
創
生
課
で

は
、
新
規
産
業
団
地
の
造

成
や
企
業
誘
致
、
こ
れ
ら

と
密
接
に
関
連
す
る
都
市

計
画
分
野
を
一
体
的
に
担

う
こ
と
で
、
効
率
的
か
つ

効
果
的
な
町
政
運
営
の
推

進
を
図
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
。

産
業
用
地
の
位
置
づ
け
は

問
：
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い

と
産
業
用
地
は
認
め
ら
れ

に
く
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、

現
在
の
進
捗
状
況
は
ど
う

か
。

答
：
都
市
建
設
課
長　

本
町
の

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
は
、
平
成
27
年
度
の
改

定
以
降
、
大
幅
な
見
直
し

は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
今

後
は
、
令
和
12
年
度
に
予

定
さ
れ
て
い
る
定
期
改
定

に
向
け
、
群
馬
県
の
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と

の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、

計
画
の
見
直
し
を
進
め
て

い
く
。

組
織
改
編
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は

問
：
町
長
の
組
織
改
編
へ
の
思

い
は
？

答
：
町
長　

現
在
の
産
業
振
興

課
は
、
農
業
・
商
工
業
・

企
業
誘
致
・
観
光
と
所
管

す
る
業
務
が
多
岐
に
わ
た

り
、
業
務
量
が
過
大
と

な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
を

一
人
の
課
長
で
担
う
こ
と

は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
情
報
発

信
に
つ
い
て
も
、
情
報
広

報
係
や
企
画
調
整
係
な
ど

に
分
散
し
て
お
り
、
一
体

的
な
発
信
体
制
が
十
分
と

は
い
え
な
か
っ
た
。
さ
ら

に
、
移
住
・
定
住
施
策
に

つ
い
て
も
、
議
会
か
ら
改

善
の
指
摘
を
い
た
だ
い
て

い
た
。
こ
う
し
た
課
題
を

踏
ま
え
、
組
織
は
時
代
の

変
化
に
応
じ
て
、
必
要
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で
見
直
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
、
今
回
の
改
編
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
早
期
開
始

を問
：
住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
サ
ー
ビ
ス
の
取
組
状
況

は
ど
う
か
。

答
：
住
民
環
境
課
長　

コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
は
、
以

前
か
ら
町
民
の
皆
様
よ
り

多
く
の
ご
要
望
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
利
便
性
向
上

に
つ
な
が
る
重
要
な
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
。
導
入
に
よ

り
、
役
場
の
開
庁
時
間
に

限
ら
ず
、
全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
で
、
早
朝
か
ら
夜
間
ま

で
各
種
証
明
書
を
取
得
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
本
町

で
は
、
令
和
８
年
度
か
ら

導
入
す
る
。

問
：
サ
ー
ビ
ス
開
始
時
期
は
い

つ
か
。

答
：
住
民
環
境
課
長　

事
業
者

と
契
約
締
結
後
、
稼
働
ま

で
に
約
８
ケ
月
を
要
す
る

の
で
、
令
和
９
年
２
月
頃

の
サ
ー
ビ
ス
開
始
を
想
定

し
て
い
る
。

小林 武雄 議員

組
織
改
編
に
込
め
た
思
い
は
！

住
民
票
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の

　

早
期
開
始
を
！

一 般 質 問
議会４日目　３月９日㈪

小林武雄議員
　一般質問

森田義昭議員
　一般質問

青木秀夫議員の一般質問は、本人の意向により掲載していません。 ３月定例議会一般質問（QRコードを読み込むと各議員の録画映像が見られます。）
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を
重
ね
、
進
め
て
い
く
。

郷
土
文
化
の
継
承
に
向
け
た

教
育
活
動
に
つ
い
て

問
：
農
具
・
漁
具
類
を
活
用
し

た
体
験
学
習
の
教
育
活
用

は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。

答
：
教
育
委
員
会
事
務
局
長　

先
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て

き
た
農
具
・
漁
具
類
の
教

育
で
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
今
年
、
小
学
3
年
生

を
対
象
に
揚
舟
の
体
験

学
習
を
始
め
た
。
併
せ

て
「
水
辺
の
風
景
を
守
る

会
」
に
協
力
を
い
た
だ

き
、
揚
舟
の
歴
史
や
町
の

文
化
、
水
郷
公
園
の
植
物

や
野
鳥
に
つ
い
て
学
ぶ
な

ど
、
郷
土
へ
の
関
心
を
高

め
る
学
習
を
行
う
。
公
民

館
活
動
と
し
て
も
、
米
作

り
の
講
座
の
実
施
に
つ
い

て
、
関
係
者
と
調
整
を

図
り
な
が
ら
検
討
す
る
。

  須藤稔議員
　一般質問

議会の様子を

板倉町ホームページからご覧いただくか、ユー
チューブ（「板倉町議会」と検索）でもご覧いた
だけます。また、スマートフォンおよびタブレッ
トなら、右のＱＲコードからアクセスできます。

いつでも視聴できます！

議 会 日 誌
２月

3日 群馬東部水道企業団議会定例会等

5日 館林地区消防組合議会

館林衛生施設組合議会

10日 邑楽郡町村議会議長会臨時会

12日 館林地区消防組合例月出納検査・定期

監査

館林衛生施設組合例月出納検査・財務

監査

13日 群馬県町村議会議長会定期総会

20日 議会運営委員会／全員協議会／

議員のみ協議会

24日 群馬東部水道企業団例月出納検査

３月
6日 定例会（初日）／予算決算常任委員会

（補正予算審査）

9日 一般質問（４人）／本会議（補正予算

議案採決）

10日 各常任委員会（所管事務調査）

11～12日 予算決算常任委員会（令和８年度予算

審査）

13日 板倉中学校卒業式

16～17日 予算決算常任委員会（令和８年度予算

審査）

19日 定例会（最終日）／全員協議会／議会

運営委員会／議員のみ協議会／議会広

報特別委員会

24日 町立小学校卒業式

25日 群馬東部水道企業団例月出納検査

町立保育園卒園式

26日 邑楽館林医療企業団議会定例会

27日 館林地区消防組合議会定例会

館林衛生施設組合議会定例会

30日 邑楽郡町村議会議長会定期総会

４月
1日 役場辞令交付式

5日 板倉消防団辞令交付式

6日 板倉保育園入園式

7日 町立小学校入学式

板倉中学校入学式

10日 議会広報特別委員会

21日 全員協議会／議員のみ協議会

パソコン・スマホ・タブレットで
　　　　簡単アクセス！

議案審議

一般質問

アクセス方法

ホームページはここから

高
瀬
舟
・
農
具
・
漁
具
類
等

に
つ
い
て

問
：
高
瀬
舟
や
農
具
・
漁
具
類

等
の
文
化
的
価
値
と
利
活

用
、
保
管
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
町
は
ど
の
よ
う
に

認
識
を
し
て
い
る
の
か
。

答
：
教
育
委
員
会
事
務
局
長　

町
の
指
定
文
化
財
で
は
な

い
が
、
レ
プ
リ
カ
で
あ
っ

て
も
歴
史
的
価
値
、
社
会

的
価
値
は
十
分
に
認
め
ら

れ
る
と
考
え
て
い
る
。
文

化
財
資
料
館
に
保
管
し
、

多
く
の
見
物
客
が
訪
れ
る

シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の
見
頃
の

季
節
に
公
開
で
き
る
。
文

化
財
資
料
館
に
は
職
員
も

常
駐
し
て
お
り
、
町
の
文

化
財
と
併
せ
て
来
館
者
へ

詳
し
く
丁
寧
な
説
明
が
で

き
る
。
高
瀬
舟
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
方
に
知
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
情
報

発
信
に
協
力
し
て
い
く
。

答
：
町
長　

70
周
年
記
念
事
業

に
お
い
て
、
民
俗
研
究

会
か
ら
高
瀬
舟
を
借
用

し
、
展
示
を
行
っ
た
経
緯

が
あ
る
。
民
俗
研
究
会
か

ら
今
後
の
保
管
場
所
に

つ
い
て
要
望
も
い
た
だ

き
、
町
執
行
部
で
検
討
を

行
っ
た
結
果
、
保
管
場
所

は
文
化
財
資
料
館
が
適
当

で
あ
る
と
の
結
論
に
至
っ

た
。
高
瀬
舟
や
農
具
・
漁

具
類
は
、
大
前
提
と
し
て

民
俗
研
究
会
の
所
有
物
で

あ
る
。
町
は
、
保
管
場
所

の
提
供
と
運
搬
費
の
負
担

を
行
う
形
で
協
力
し
て
い

る
。
今
後
の
高
瀬
舟
の
活

用
方
法
や
川
に
浮
か
べ
る

際
の
対
応
、
修
繕
費
を
町

が
ど
こ
ま
で
負
担
す
る
か

と
い
っ
た
点
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
調
整
す
る

必
要
が
あ
る
。
可
能
で
あ

れ
ば
、
民
俗
研
究
会
の
活

動
が
今
後
も
長
く
継
続
さ

れ
る
よ
う
、
若
い
世
代
も

取
り
込
み
な
が
ら
資
金
面

も
含
め
て
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
、
町
と
民
俗

研
究
会
が
協
力
し
な
が

ら
利
活
用
を
進
め
た
い
。

農
具
・
漁
具
類
等
の
展
示
活

用
の
方
向
性
は

問
：
旧
資
源
化
セ
ン
タ
ー
に
保

管
し
て
い
る
農
具
・
漁
具

類
の
今
後
の
利
活
用
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答
：
教
育
委
員
会
事
務
局
長　

数
多
く
の
農
具
・
漁
具
類

が
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、

現
在
、
旧
南
小
学
校
の
２

教
室
を
活
用
し
、
見
学
で

き
る
よ
う
な
展
示
方
法
を

検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、

明
治
後
期
の
消
防
器
具
に

つ
い
て
も
、
水
が
出
る
状

態
で
保
管
さ
れ
て
い
る

も
の
も
あ
る
。
今
後
は
、

様
々
な
活
用
方
法
の
検
討

須藤 稔 議員

民
族
研
究
会
所
有
の
高
瀬
舟
や

　

農
具
・
漁
具
類
等
の
文
化
的

　

価
値
と
保
管
・
活
用
を
町
は

　

次
世
代
に
ど
う
引
き
継
ぐ
の
か

一 般 質 問
議会４日目　３月９日㈪

旧南小学校に移された農具（一部）

３月定例議会一般質問・議会日誌・議会からのお知らせ
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私は板倉町の自然豊かな風景が好きです。
季節ごとに変わる景色を通学時や学校生

活の中でも見ることができて、毎日の楽しみで
もあります。ですが、通学時に少し気になるこ
とがあります。それは、防犯灯の整備のことです。
近年は学校周辺の道路工事が行われ、道路の段
差がなくなったり、白線がわかりやすくなった
りして、自転車での通学もしやすくなりました。
しかし、道路の防犯灯が少ないため、冬になる
と日照時間が短く、早い時間帯でも辺りが暗く
なってきてしまい、下校時に明かりが少ないの
が少し怖いなと思ってしまいます。このことか
ら、道路の防犯灯を増やして夜間の道路や歩道
を明るくすることで、今よりもっとみんなが安
心して過ごせる板倉町になれると思います。ぜ
ひ、検討していただけると幸いです。

私は 10 年前から地元の仲間とコーラスグ
ループを作り、「歌で町を元気にしたい」

という思いで活動しています。昨年 12 月には
クリスマスコンサートを開き、歌や寸劇で多く
の方に楽しんでいただきました。また、中国の
楽器「二胡」を演奏して介護施設の慰問やイベ
ントにも参加し、涙を流して喜んでくださる方
の姿に、人と人が触れ合うことの大切さを実感
しました。これからの板倉町では高齢化が進み、
一人暮らしの世帯も増えていくと思います。だ
からこそ、廃校となった学校などを地域交流の
場として活用し、誰もが気軽に集い、人と人と
のつながりを感じられる場所を町として整えて
いただきたいです。人とのつながりを大切にし
た、誰一人取り残さない温かな町づくりを願っ
ています。

服
はっ

部
とり

  愛
まな

さん
（板倉中学校３年）

斎
さい

藤
とう

みち子
こ

さん
（大字大高嶋）

　

本
年
４
月
１
日
か
ら
、
自
転
車
の
交
通
違
反
に
対
し
て
、「
青

切
符
（
交
通
違
反
通
告
制
度
）」
の
運
用
が
開
始
さ
れ
て
、
取

り
締
ま
り
が
大
幅
に
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
制
度
で
は
16
歳

以
上
を
対
象
に
、
反
則
金
を
支
払
う
こ
と
で
刑
事
手
続
き
を
免

除
す
る
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
車
の
運
転
の
際
、
違
反

を
警
察
官
に
取
り
締
ま
れ
る
の
と
同
じ
事
で
す
。
主
な
取
り
締

ま
り
対
象
と
は
、
信
号
無
視
・
一
時
不
停
止
・
な
が
ら
ス
マ

ホ
・
傘
差
し
運
転
・
イ
ヤ
ホ
ン
使
用
・
右
側
通
行
（
逆
走
）
な

ど
反
則
金
も
違
反
内
容
に
よ
っ
て
。
ま
た
酒
酔
い
運
転
は
、
赤

切
符
（
刑
事
罰
の
対
象
）
で
す
。
軽
い
気
持
ち
で
近
所
ま
で
自

転
車
で
出
か
け
て
、
警
察
官
に
取
り
締
ま
ら
れ
る
事
の
な
い
よ

う
、
お
互
い
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

（
議
会
広
報
特
別
委
員　

尾
澤
将
樹 

記
）

　議会の本会議は公開制となっています。会議当日、受
付票に記入していただくだけで、どなたでも自由に傍聴
することができます。
◆６月議会定例会（予定）
　会　期　６月９㈫～６月12日㈮
　議　事　⑴条例改正などの議案審議・採決
　　　　　⑵補正予算の審議・採決
　　　　　⑶一般質問
　※会期等が変更となる場合もあります。
　※�詳しい日程等については、議会のホームページで
　　お知らせします。

お問い合わせ先
議会事務局　TEL.82－1111（内線701）
　　　　　　TEL.82－6154（直通）

『傍聴して町政を知る』
だれでも簡単にできます  議 会 傍 聴

板倉町での
通学を安全に

廃校を利用して
人と人との交流を
つなぐ町に

編 集 委 員 の 声

いたくら議会だより　第177号　令和８年５月１日　12




